
都
と
の
連
携
強
化
で
、
町
民
の
期
待
に

応
え
る
生
活
者
目
線
の
施
策
展
開
を

都
の
補
助
事
業
を
活
用
し
29
年
度
予
算
に
計
上

質
問　

東
京
都
は
29
年
度

予
算
案
を
１
月
下
旬
に
発

表
し
た
。
予
算
案
の
な
か

で
は
瑞
穂
町
を
含
む
三
多

摩
地
域
の
振
興
を
始
め
と

し
て
、
過
去
最
多
と
な
る

新
規
３
８
２
事
業
、
施
策

の
再
構
築
５
７
４
事
業
が

盛
り
込
ま
れ
、
か
つ
て
な

い
ほ
ど
の
メ
リ
ハ
リ
が
付

い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
町
と
し
て
も
、
都

知
事
の
三
多
摩
重
視
の
姿

勢
を
踏
ま
え
連
携
を
強
化

し
、
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

意
見
交
換
の
機
会
等
を
活

用
し
、
町
民
の
期
待
に
応

え
る
生
活
者
目
線
・
働
く

者
の
立
場
に
立
っ
た
施
策

展
開
を
求
め
る
。

町
長　

２
月
14
日
に
小
池

知
事
と
会
い
、
横
田
基
地

の
存
在
が
土
地
利
用
を
制

限
し
、
交
通
網
の
利
便
性

を
阻
害
す
る
な
ど
、
地
域

経
営
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
状
況
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
の
箱
根
ケ
崎
延
伸
を

強
く
要
望
し
た
。
町
で
は
、

都
の
主
要
施
策
で
あ
る
子

育
て
支
援
交
付
金
や
都
市

農
業
活
性
化
支
援
事
業
な

ど
、
都
の
補
助
事
業
を
活

用
し
た
事
業
を
29
年
度
予

算
に
計
上
し
て
い
る
。
今

後
も
都
と
連
携
を
保
ち
、

長
期
総
合
計
画
で
示
す
各

分
野
の
施
策
を
展
開
し
て

い
く
。

齋
藤
　
成
宏　

議
員
（
民
進
党
）

町
長

2月14日に行われた都知事とのヒアリング

質
問　

町
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
力
向
上
の
た
め
の
施

策
を
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
目
に
見
え
る
成
果
は

上
が
っ
て
い
な
い
と
思
わ

れ
る
。
現
在
、
決
め
ら
れ

た
班
や
教
室
全
体
で
児

童
・
生
徒
が
教
え
合
う

『
学
び
合
い
』
を
教
育
の

柱
と
す
る
学
校
が
増
え
て

い
る
。
実
践
校
で
は
、
学

力
向
上
の
み
な
ら
ず
、
協

調
性
が
養
わ
れ
、
学
校
も

落
ち
着
き
、
不
登
校
も
減

少
す
る
な
ど
成
果
を
出
し

て
い
る
。
我
が
町
も
、

小
・
中
学
校
に
お
い
て

『
学
び
合
い
』
を
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
が
教
育
長

の
所
見
を
伺
う
。

教
育
長　

子
供
た
ち
の
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

を
育
む
授
業
づ
く
り
を
考

え
る
う
え
で「
学
び
合
い
」

の
充
実
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
現
在
、
町
の

ど
の
学
校
で
も
「
学
び
合

い
」
の
大
切
さ
は
十
分
に

理
解
し
て
い
る
が
、
こ
の

「
学
び
合
い
」
を
取
り
入

れ
た
授
業
は
難
し
さ
も
あ

り
、
指
導
技
術
の
更
な
る

向
上
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

こ
で
、
瑞
穂
町
公
立
学
校

教
育
研
究
会
や
校
内
研
究

推
進
事
業
に
お
い
て
、
講

師
を
招
い
て
「
学
び
合

い
」
を
充
実
さ
せ
る
視
点

か
ら
の
授
業
研
究
も
継
続

し
て
行
っ
て
い
く
。

『学び合い』で学力アップ

指導技術の更なる向上が求められる

原　　隆夫　議員（公明党）

教育長

3月24日に行われた小学校の卒業式

町
長　

東
京
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
に
「
け

や
き
館
」
な
ど
４
カ
所

を
登
録
。
今
後
も
推
進

し
て
い
く
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

事
業
の
推
進
を

町
長　

国
の
方
針
を
注

視
し
、
現
在
実
施
し
て

い
る
啓
発
活
動
を
継
続

す
る
。

骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
の
推

進
と
支
援
策
の
検
討
を
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　町内会の加入率減少対策として、
専従職員6名を配置し、施策を展
開していた。全国シンポジウムの
開催や町内会加入促進のチラシ作
成や利用しやすい補助金制度など
随所に市の取組みへの必死さが伺
える。これは、市の南部が阪神淡
路大震災で被災した経験を有し、
地域のコミュニティの重要性を認
識しているからと推察できる。

～地域コミュニティについて～

　

市
は
Ｉ
Ｔ
時
代
の
到
来
を
予
見
し
、
自
治
会
・

町
内
会
で
の
Ｈ
Ｐ
作
成
を
目
指
し
た
。
市
は
、
講

習
会
を
開
催
し
、
Ｈ
Ｐ
管
理
者
の
育
成
か
ら
始
め

た
。
現
在
で
は
、
多
く
の
町
内
会
で
Ｈ
Ｐ
が
作
成

さ
れ
、
防
犯
情
報
や
学
級
閉
鎖
な
ど
の
緊
急
時
の

連
絡
が
ど
こ
で
も
確
認
で
き
、
利
用
が
増
し
た
と

の
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。
わ
が
町
も
、
自
治
会
・

町
内
会
か
ら
Ｈ
Ｐ
作
成
を
望
む
声
が
上
が
っ
た
場

合
、
速
や
か
に
応
え
る
よ
う
町
に
提
言
し
た
。

町
内
会
の
Ｈ
Ｐ
で
く
ら
し
の
利
便
性
が
向
上

　
　
　
　
〜
電
子
町
内
会
に
つ
い
て
〜

　

太
子
町
の
新
庁
舎
は
、
美
術
館
を
連
想
さ
せ
る
。

「
和
」
を
基
調
と
し
、
随
所
に
町
民
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
勉
強
や
創
作
活
動
に
訪

れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
施
設
の
一
部
に
町
職
員
の

事
務
作
業
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
実
現
の
背
景
に
は
、

１
級
建
築
士
の
部
長
・
課
長
２
名
が
理
想
を
追
求

し
、
妥
協
す
る
こ
と
な
く
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
大

き
い
。
わ
が
町
の
新
庁
舎
建
設
に
大
い
に
参
考
に

な
っ
た
。

美
術
館
を
連
想
さ
せ
る
庁
舎

　
　
　
　
　
　
〜
新
庁
舎
に
つ
い
て
〜

大震災を教訓に、地域コミュニティの施策を展開

◎
森　
　
　

亘　
　

○
古
宮　

郁
夫　
　
　
　

近
藤　
　

浩

　

小
川　

龍
美　
　
　

髙
水　

永
雄（
議
長
）
石
川　
　

修

　

原　
　

隆
夫　
　
　

山
﨑　
　

栄

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
　

11
月
14
日
〜
16
日

総
務
産
業
建
設
委
員
会
管
外
調
査
視
察
報
告
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兵庫県太子町

大
阪
府
豊
中
市

岡山県岡山市

くつろぎの空間のある住民窓口


